
2022 人文社会科学部後援会支援事業報告書 

 

申請者氏名：鈴木敦 

事業区分：学生の教育研究活動支援 

参加学生数：7人 

期間：2022 年 11 月 5 日（土）、6 日（日） 

概要： プロジェクト演習は、人文社会科学部サブメジャープログラムを構成する一科目です。履修者

は、学外から提案された地域課題の中から 1 つを選び、一年を通じてチームで取り組みます。2022

年度は 4 チームが活動しています。 

この内「さとみ・あい」は、2012 年の初開講以来存続しているチームであり、一貫して常陸太

田市里美地区の地域おこしに取り組んできました。本年 11 月 5、6日には、対外広報活動の一環

として「2022 さとみ秋の味覚祭」に出店して、里川カボチャのコロッケ等を販売しました。 

例年、日帰りを繰り返すには厳しい日程となるため、現地協力者である荷見様が経営される民

宿若駒に格安価格で泊めて戴いていました。これはまた＜地域の方々＞とも＜チームメンバー相

互＞にも、日帰りのフィールドワークでは味わえない深い交流を経験できる貴重な場ともなって

きました。過去二年間はコロナ禍で中止を余儀なくされてきましたが、今年度から感染対策を徹

底した上で復活させることができました。 

宿泊に当たっては、人文社会科学部後援会様より予算のご支援を戴きました。心より感謝申し

上げます。 

＊プロジェクト演習HP：http://pbl.hum.ibaraki.ac.jp/project/project.html 

＊里美秋の味覚祭HP ：https://www.kanko-hitachiota.com/page/page001602.html 

 

 

左：会場風景 

下：さとみ・あいチームが運営するブース 

販売して収益を上げることが目的ではなく、販売を通じ

て来場者に里美地区の魅力を広報することが目的です

ので、紹介パネルの掲示や、自作の MAP、リーフレッ

ト等の配布に注力しています（赤枠）。 

http://pbl.hum.ibaraki.ac.jp/project/project.html
https://www.kanko-hitachiota.com/page/page001602.html


掲示物、配布物の一例 

 

  

 

 


